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被
害
者
家
族
へ
の
配
慮

　

２
０
１
４
年
4
月
、
韓
国
の
珍
島
沖
で
旅
客
船
が

沈
没
す
る
と
い
う
海
難
事
故
が
発
生
し
た
。
修
学
旅

行
生
を
は
じ
め
、
死
者
が
２
０
０
名
を
超
え
、
行
方

不
明
者
も
１
０
０
名
近
く
に
上
る
大
惨
事
に
な
っ

た
。
救
出
作
業
は
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
事
故

の
原
因
や
責
任
に
つ
い
て
は
、
船
長
や
船
員
の
行
動

を
含
め
、
な
お
不
明
部
分
が
残
る
。
大
事
故
の
対
応

が
進
ん
で
い
る
中
、
拙
速
な
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
惨
事
か

ら
日
本
の
自
治
体
と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
こ

の
際
、
自
治
体
に
お
け
る
危
機
管
理
を
改
め
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

韓
国
で
目
下
、
進
行
中
の
事
故
へ
の
対
応
策
に
は
、

日
本
人
の
目
に
不
思
議
に
映
る
施
策
も
あ
る
。
日
本

人
と
し
て
理
解
に
苦
し
む
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
体
育

館
で
待
機
す
る
被
害
者
家
族
へ
の
対
応
で
あ
る
。

４
０
０
名
と
も
６
０
０
名
と
も
い
わ
れ
る
家
族
が
、

現
場
近
く
の
学
校
の
体
育
館
に
集
ま
り
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
作
業
を
見
守
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
連

日
、
日
本
に
も
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
て
き
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
び
と
は
布
団
の
上
に
座
り
こ
み
、
救

出
情
報
を
辛
抱
強
く
待
つ
、
日
本
で
は
災
害
発
生
の

際
に
目
に
す
る
避
難
所
に
似
た
光
景
が
続
く
。

　

韓
国
の
場
合
、
家
族
が
待
機
す
る
体
育
館
に
間
仕

切
り
は
見
当
た
ら
な
い
。
被
害
者
家
族
は
、
雑
魚
寝

状
態
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
施
設
の
２
階
に
あ
る
ベ

ン
チ
で
仮
眠
を
と
る
人
び
と
も
い
る
ら
し
い
。
待
機

所
に
は
政
府
関
係
者
を
は
じ
め
多
数
の
報
道
記
者

が
、
連
日
の
よ
う
に
押
し
か
け
る
。
不
安
を
抱
く
家

族
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
体
育
館
は
喧
噪
以
外
に
衛
生
環
境
の
面
で
も

悪
化
が
心
配
さ
れ
る
。
ト
イ
レ
は
十
分
に
準
備
さ
れ

て
い
る
か
、
施
設
は
寒
く
な
い
の
か
、
懸
念
の
種
は

つ
き
な
い
。
被
害
者
家
族
は
精
神
的
に
も
心
理
的
に

も
疲
労
は
限
界
に
き
て
い
る
。
悲
し
み
に
く
れ
る
家

族
を
環
境
条
件
の
整
っ
た
宿
泊
施
設
に
、
な
ぜ
移
さ

な
い
の
か
、
こ
の
点
が
理
解
で
き
な
い
。

　

韓
国
軍
が
持
つ
移
動
用
兵
舎
や
、
近
隣
の
民
間
ホ

テ
ル
な
ど
を
利
用
す
る
方
法
、
あ
る
い
は
、
応
急
の

仮
設
住
宅
を
準
備
す
る
手
も
あ
る
。
そ
れ
が
無
理
な

ら
、
体
育
館
に
集
ま
っ
た
家
族
に
、
せ
め
て
段
ボ
ー

ル
の
仕
切
り
を
準
備
し
、
不
安
や
苦
痛
を
少
し
で
も

緩
和
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

に
つ
い
て
も
、
時
間
を
決
め
る
こ
と
や
、
人
数
を
制

限
す
る
な
ど
の
方
策
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今

回
、
韓
国
か
ら
の
映
像
を
見
る
限
り
、
そ
う
し
た
心

配
り
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
心
理
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
、
精
神
的
に
不
安
を
募
ら
せ
る
家
族
の

怒
り
が
、
オ
ー
プ
ン
な
形
で
表
面
化
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

不
安
と
疲
労
の
緩
和

　

日
本
で
も
災
害
時
に
は
小
学
校
な
ど
が
避
難
所
に

使
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
い
う
と
、
発
災

後
、
数
日
経
つ
と
体
育
館
で
過
ご
す
家
族
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
間
仕
切
り
用
素
材
が
提
供
さ
れ

る
。
そ
の
点
、
日
本
で
は
韓
国
と
異
な
る
対
策
が
と

ら
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
今
回
の
海
難
事
故
を
眺

め
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
行
動
が
気
に
な
っ
た
。
韓
国
で

は
報
道
機
関
が
待
機
所
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
、
日

本
ほ
ど
規
制
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
日
本
の
自

治
体
は
こ
の
先
、
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
一
層
、
厳
し
く

規
制
す
る
対
策
を
立
て
て
置
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

85
％
以
上
の
自
治
体
は
既
に
、
発
災
時
の
報
道
機
関

韓
国
の
海
難
事
故

─
改
め
て
自
治
体
の
危
機
管
理
を
考
え
る

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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に
対
応
す
る
専
門
職
員
を
決
め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
回
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、

災
害
現
場
や
避
難
所
に
報
道
関
係
者
は
間
断
な
く
出

入
り
す
る
。
不
安
を
抱
え
る
避
難
者
に
は
、
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
取
材
攻
勢
は
苦
痛
で
あ
る
。
被
災
者
の
心

の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
自
治
体
は
避
難
所
に
お

け
る
報
道
機
関
の
活
動
に
一
定
の
秩
序
を
課
す
べ
き

で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
対
応
は
行
政
側
で
一
元
化
し
、
被

災
家
族
へ
の
接
触
は
代
表
者
に
限
る
な
ど
、
避
難
所

に
集
ま
る
人
び
と
の
苦
痛
や
不
安
を
和
ら
げ
る
施
策

を
最
優
先
す
る
必
要
が
あ
る
。
韓
国
の
悲
惨
な
事
故

は
、
そ
の
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

韓
国
の
海
難
事
故
で
は
、
大
統
領
が
家
族
の
待
機

す
る
体
育
館
に
直
接
、
出
向
き
、
か
え
っ
て
非
難
を

浴
び
る
と
い
う
想
像
外
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
首

長
が
被
害
者
の
家
族
に
接
触
し
、
事
故
現
場
に
出
向

く
の
は
、
被
害
者
家
族
の
不
安
を
緩
和
し
、
安
心
感

を
あ
た
え
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
行
動
を
起

こ
す
た
め
に
は
、
首
長
側
に
相
当
の
準
備
と
理
論
武

装
が
必
要
で
あ
る
。
大
統
領
が
心
理
的
に
揺
れ
動
く

家
族
に
、
進
行
中
の
対
策
の
詳
細
を
説
明
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
施
策
が
進
む
と
、

何
が
、
い
つ
、
ど
う
変
わ
る
か
を
、
具
体
的
な
数
字

を
上
げ
て
説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
。「
最
大
の
努
力
を

重
ね
る
」
と
い
う
約
束
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
説

得
力
に
欠
け
る
。
今
回
、
大
統
領
に
そ
れ
だ
け
の
準

備
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
責
任
の
一

部
は
、
大
統
領
を
支
え
る
官
房
ス
タ
ッ
フ
に
あ
る
。

官
房
機
能
を
担
う
人
び
と
は
、
客
観
的
な
資
料
を
幅

広
に
集
め
、
そ
れ
を
説
得
力
の
あ
る
理
論
に
組
み
立

て
る
仕
事
が
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
不
足
が
、
大
統

領
の
訪
問
意
図
を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
日
本
に
引
き
つ
け
て
い
う
と
、
危
機
状
況

に
あ
っ
て
自
治
体
で
は
副
市
長
や
総
務
部
長
な
ど
、

首
長
を
補
佐
す
る
役
職
者
の
機
能
が
重
要
に
な
る
。

不
測
事
態
が
続
く
と
、
首
長
は
各
種
の
政
策
選
択
に

迫
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
補
佐
役
の
仕
事
は
、
仮
に
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
の
３
通
り
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、

Ａ
が
最
も
適
切
で
あ
る
こ
と
を
、
は
じ
め
に
決
め
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
首
長
に
Ａ
の
選
択
を「
よ

し
」
と
す
る
か
ど
う
か
、
最
終
判
断
を
仰
ぐ
の
が
最

善
の
策
に
な
る
。
危
機
状
況
下
の
意
思
決
定
で
は
、

首
長
が
判
断
す
る
政
策
選
択
の
幅
と
量
は
で
き
る
だ

け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

女
性
へ
の
配
慮
を
欠
く
危
機
対
策

　

海
難
事
故
に
関
わ
る
韓
国
の
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る

限
り
、
被
害
者
家
族
の
中
に
女
性
が
多
い
こ
と
が
目
に

つ
く
。
号
泣
す
る
母
親
、
責
任
者
に
詰
め
寄
る
女
性

な
ど
、
高
校
生
を
被
害
者
に
持
つ
家
族
の
苛
立
ち
や
不

安
は
、
臨
場
感
を
も
っ
て
日
本
に
も
伝
わ
る
。
同
情
し

て
あ
ま
り
あ
る
光
景
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

る
と
、
日
本
で
は
女
性
に
関
す
る
危
機
対
応
は
十
分
で

な
か
っ
た
節
が
強
い
。
今
回
、
韓
国
の
被
害
家
族
が
集

ま
る
体
育
館
に
ど
の
よ
う
な
設
備
が
あ
る
か
判
然
と

し
な
い
が
、
多
数
の
視
線
が
集
ま
る
中
、
女
性
が
体
育

館
で
着
替
え
を
す
る
こ
と
に
は
勇
気
が
い
る
。
日
本
の

場
合
で
も
、
自
治
体
は
女
性
の
避
難
者
に
配
意
し
、

衣
服
を
着
替
え
る
部
屋
や
授
乳
す
る
場
所
を
別
置
す

る
こ
と
を
当
然
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ト
イ
レ
に
も
気
配
り
が
必
要
に
な
る
。
松
崎
茂

樹
・
浦
安
市
長
の
経
験
を
引
く
と
、
発
災
直
後
、
市

は
各
所
に
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
が
、
そ
れ
ら
を

隠
す
設
備
は
な
か
っ
た
。
女
性
が
ト
イ
レ
に
行
く
姿

は
、
多
数
の
人
に
見
え
る
状
況
に
あ
っ
た
。
批
判
を

受
け
、
市
は
そ
の
後
、
ト
イ
レ
を
男
女
別
に
分
け
る

と
同
時
に
、
施
設
を
外
部
か
ら
遮し

ゃ
へ
い蔽

す
る
壁
を
設
置

し
た
。
女
性
に
対
す
る
わ
ず
か
な
配
慮
が
、
避
難
者

の
苦
痛
を
大
き
く
改
善
す
る
。
松
崎
市
長
の
述
懐
談

に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

韓
国
の
海
難
事
故
で
は
、
船
長
の
早
期
脱
出
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
個
人
的
に
は
ひ
ど
い
話
と
思

う
。
た
だ
、
船
長
が
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
の
放
列
に
さ
ら
さ

れ
、
手
錠
姿
で
反
省
す
る
姿
に
は
驚
く
。
法
治
国
家

で
は
船
長
が
有
罪
と
断
定
さ
れ
る
ま
で「
推
定
無
罪
」

と
み
な
さ
れ
る
。
裁
判
ま
で
の
発
言
は
、
公
判
で
証

拠
と
し
て
採
用
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
刑
事
訴

訟
法
の
面
で
も
、
韓
国
の
手
続
き
に
は
や
や
違
和
感

を
お
ぼ
え
る
。
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